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日本周辺藻場の時系列変化とその傾向について



本日の内容

１．日本沿岸の藻場面積の変遷

2．藻場に起こっている変化：瀬戸内海を例に

3．今後の展開













情報誌「PARI（港湾空港技術研究所）」 Vol. 57 2024年10月号より引用
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１．日本沿岸の藻場面積の変遷

2．藻場に起こっている変化：瀬戸内海を例に

3．今後の展開
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瀬戸内海の藻場・アマモ場の変遷
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堀・樽谷（2015）を改変

臨界点
底生生態系が優占
（海草・海藻藻場）

漂泳生態系が優占
（植物プランクトン）

栄養塩濃度

透
明
度

臨界点

1950~60年

1970～80年

2000年

2020年

藻場の分布増減を制限する要因

202x年？



0

1000

2000

3000

4000

5000

伊
予
灘

周
防
灘

安
芸
灘
（
広
島
湾
）

備
後
芸
予
瀬
戸

燧
灘

備
讃
瀬
戸

播
磨
灘

大
阪
湾

紀
伊
水
道

面
積
（
h
a
）

瀬戸内海のアマモ場の変遷

堀・樽谷（2015）を改変
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環境省HPより抜粋（https://www.env.go.jp/content/000237001.pdf）

瀬戸内海の
藻場面積の変遷
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堀・樽谷（2015）を改変

-1.0

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0-
1m

1-
2m

2-
3m

3-
4m

4-
5m

5-
6m

6-
7m

7-
8m

8-
9m

9-
10
m

1
9
9
0
年
代
か
ら

2
0
1
0
年
代
へ
の
変
化
率

水深帯

増加

減少

瀬戸内海のアマモ場の変遷の特徴：水深



環境省HPより抜粋（https://www.env.go.jp/content/000237001.pdf）

アマモ場の
分布下限
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透明度が悪くなれば、増加しなくなる

https://www.env.go.jp/content/000237001.pdf


瀬戸内海のアマモ場の変遷の特徴：群落の空間スケール

海岸線が入り組んだ数千もの島々
本土側は古来より大型の干拓・埋め立て事業

環境省HPより抜粋（https://www.env.go.jp/content/000237001.pdf）

https://www.env.go.jp/content/000237001.pdf


島しょ型藻場（小さい藻場が多数に分散）
が優占

⇒ 移動分散の把握が大事

瀬戸内海のアマモ場の変遷の特徴：群落の空間スケール



多年生の植生 一年生の植生

瀬戸内海のアマモ場の変遷の特徴：アマモの生活史の転換



水産庁「アマモ類の自然再生ガイドライン」より抜粋

生活史や形態など、形質可塑性が大きい植物

栄養繁殖⇒多年生

種子（有性）繁殖⇒一年生

瀬戸内海のアマモ場の変遷の特徴：アマモの生活史の転換

特に瀬戸内海西部で一年生化が進む



瀬戸内海西部産 鹿児島湾産（分布南限）

同じ水槽内で同じ条件で種から育てた場合アマモの遺伝的形質



矮小型の栄養株
（葉長 ～40cm） 大型の栄養株（葉長 ～3m）

瀬戸内海西部 北海道東部

アマモの形態可塑性



瀬戸内海のアマモ場の特徴

生息環境が頻繁に変動するような厳しい場所生息環境が長期間安定するような場所

多年生の大群落 一年生/多年生混在の小群落の集合体

生育に適した栄養繁殖（クローン成長） 有性生殖による色々な遺伝子型の混在

「種子繁殖による分散と大きな年変動」

海藻も同じ変化が（四季藻場⇒春藻場へ）



生息環境が頻繁に変動するような厳しい場所
生息環境が長期間安定するような場所

多年生の大群落
一年生/多年生混在の小群落の集合体

海藻も同じ変化がおきている（四季藻場⇒春藻場へ）

神奈川県： 多年生カジメ ⇒ 早熟カジメ（春藻場）

https://www.jfa.maff.go.jp/j/seibi/attach/pdf/R4_isoyake_kyogikai-8.pdf

https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2018/12/1545899129.pdf

長崎県：四季藻場（クロメ・ノコギリモク） ⇒ 春藻場（アントクメ・アカモク）
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１．日本沿岸の藻場面積の変遷

2．藻場に起こっている変化：瀬戸内海を例に

3．今後の展開



地球温暖化対策計画の改訂（2025年2月18日、内閣府閣議決定）





2035，2040年度排出削減目標に関する
対策・施策の一覧より抜粋



藻場を構成する海藻種を養殖する
で“人工藻場をつくる” ⇒ “藻場創生につなげる”

ヒジキ（多年生藻場）

ホンダワラ類（多年生）

アラメ（多年生藻場）

カジメ（多年生藻場）

ツルアラメ型（日本海～東シナ海）

クロメ型（瀬戸内海・四国・九州）

カジメ型（本州太平洋岸）

海藻には種別に適した水深（光強度・海水温）

＋
遊走子・受精卵
の供給

藻場の機能を形成
（CO2吸収
＆生物多様性）

・海域を3次元に使う、生存に不適な時期は別の場所へ移す
・自立的に再生産できなくなった生活史段階をサポートする



藻場構成種の種苗生産 → 海域展開

アラメ・カジメ類のフリー配偶体種苗生産マニュアル作成
→ 澤山ほか（2024）水産技術

アンカー アンカー

ワカメ

カジメ



https://www.okabe.co.jp/news/2024/06/04/20240604.pdf

現場の事例





https://www.fira.or.kr/english/english_tap_010302.jsp より引用

South Korea is home to the world’s largest kelp restoration project. 

Starting in 2009, the federally run Korean Fisheries Resource 

Agency pledged to restore 54,000 ha of kelp forests by 2030 and 

has now placed 29,000 ha of kelp forests under restoration, 
with an approximate success rate of 50%.

韓国の大規模藻場展開手法

韓
国
で
の
藻
場
再
生



まとめ：藻場再生/ブルーカーボンで３つの社会問題解決に
⇒ 社会（民間）との協調を上手く使って広域に藻場再生を

ネイチャーポジティブ
（TNFD）

サーキュラー
エコノミー

カーボンニュートラル
（TCFD）

ブルーカーボン

“バイオマス産業”

“生物多様性の
ゆりかご”

“CO2吸収源
の拡大”

“持続的な
食料生産”

“海洋プラスチック削減”
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